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１．はじめに 

 

近年，様々な形で ITS の高度化が進んできている。国

内では，2008 年 3 月時点でカーナビの出荷台数が 3000

万台，VICSの出荷台数が 2100万台を超え，情報提供の

インフラとしての役目が増している。さらに政府の IT 新改

革戦略の中では，2010 年度から事故の多発地点を中心

に安全運転支援システムの全国への展開を図るとともに，

対応する車載器の普及を促進することとされており 1)，路

車協調の動きは進展しつつある。 

とくに，中長期的に本質的な効率化あるいはイノベーテ

ィブなサービス実現という観点から車両の制御あるいは自

動運転等を考えた場合，海外では，PReVENT プロジェク

ト に お け る MAPS & ADAS2) ， SAFESPOT3) ，

SAFELANE4)，あるいは最近では，Google による自動運

転（Autonomous Driving）5)などに見られるように，デジタル

道路地図やインフラと協調した制御や，レーンレベルの制

御／自動走行，挙動特性の把握に向けた研究も増えてい

る．また，Du et al.(2008)6)では，フリーウェイの実験区間上

で D-GPS とマップマッチングにより走行時間 10万秒（約 1

日）のうち 97%の時間帯でレーン特定したと，数値的に評

価指標を示している． 

一方で，その元となるインフラ側のデータについては，と

くに詳細なレーンレベルのデータとなると，精度要件が高

く設定されることが多く，費用の面から全国的な整備は難

しいように思われる．しかし，1/1000 レベルの平面図デー

タは電子化されてきているところも多く，有効活用できる可

能性もあると思われる． 

そこで，本研究は，高速道路ではすでに管理用平面図

のCAD化が進んでおり，中心線レベルの連続性は高いこ

とから，中心線や車線の規格（以降，種級区分と呼ぶ）か

ら車線データをモデルベースで自動生成し，それが現実

の計測値と比較してどの程度の誤差範囲で収まっている

かを評価を行った． 

なお，既存の図面を使った接合・標定に関する研究は，

大崎ら 7)，布施ら 8)，Yamada et al.9)によるものがあるが，高

速道路のようにかなり，規格化された構造物で車線構造を

考慮し，広域のデータを効率的に生成し検証を試みたも

のは見られない． 

  

２．既存の CAD 図面の整備状況 

  

 NEXCO では，国土交通省と協力し，JH 時代に作成

した「管理用平面図作成要領」に基づき，1/1000 レベ

ルの平面図の CAD 化を行っている．図－１は Yamada 

et al.の再掲であるが，中心線レベルでの連続性は高く，

中心線レベルの接合はほぼ不要と言える．ただし，こ

のような相対的な位置関係に比べて，絶対的な位置に

ついては計測が行われておらず，ある程度の標定は必

要である． 

抄録：本研究では，自動運転や車線レベルの車両の挙動特性の把握等，次世代の ITSサービスに

向けた検討に向けて，高速道路の既存の CAD図面と種級区分の情報から，モデルベースで車線レベ

ルのデータを効率的に生成する技術を開発し，福岡地区で実際の空中写真撮影成果と比較し，検証

を行った．これまで高精度なデータには多大な計測データを必要としていたが，こうした規格化が

進んでいる高速道路のような人口構造物は，モデルベースでデータ生成を行いつつ，断片的な計測

データで検証，修正を行うようなアプローチも，現地の変化に対する更新の迅速化や，現地計測を

減らせることによるコスト低減という観点からも，今後重要になると考えられる．  
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高速道路における既存の CAD 図面を活用した 

効率的な車線データの構築手法の開発

（21）



３．提案する手法 

 

 Yamada et al.は CAD図面に記載されているいくつか

の地物を VRS 等で簡易計測を行い，それを元に標定を

行ってきている．ただし，その一方で，CAD 図面上の

地物の記載位置が必ずしも高精度ではなく，その結果，

ヘルマート変換による標定の精度にも影響を与えるこ

ともわかった．そこで本研究では，ITS のためには車

線データに重点を置き，ある程度相対的な関係が保証

されている中心線をベースに，道路構造の情報として

の種級区分の情報を既知として，モデルベースで車線

データを推定，再現することとした（図－２）． 

 高速道路便覧 10)によると，種級区分別の横断面形状

は表－１のようになっており，これに基づき，再現す

ることを考える．図－３は種級区分 1-2 の横断面形状

を描いたものであるが，CAD 図面上で記載されている

線を黒・灰色で描き，本研究で作成対象とする車線を

赤字で記載した． 

 また，本研究では，Autodesk 社の AutoCAD LT2008

の平行線作成（オフセット）のコマンドで行ったが，

こうした機能は標準的な CAD ソフトには搭載されて

いることと今後プログラムレベルでバッチ処理化する

ことなども考えられる． 

 

 

図－１ 高速道路の管理用平面図を中心ベースつなげたもの（Yamada et al.の再掲） 

 

表－１ 高速道路を中心とした種級区分別の横断面形状 

種級区分 設計速度 構造 
幅員値（m） 

備考 
左車線 右車線 中央帯 右路肩 

1-1-A 
1-1-B 

120 

土工 

3.5 

3.75 
4.5 － 

 

橋梁 

トンネル － 1.0 

1-2-A 
1-2-B 

100 

土工 

3.5 

4.5 － 
橋梁 

トンネル － 1.0 

1-3-A 
1-3-B 

80 

土工 
3.0 － 

橋梁 

トンネル － 0.75 

1-4-A 
1-4-B 

60 

土工 

3.25 3.25 
3.0 － 

橋梁 

トンネル － 0.75 
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図－２ 処理フローによる比較（左：接合・標定による方法，右：モデルベースアプローチ） 

 

C.Lより2.25m
（白線端部(車線側)）

C.Lより5.75m
（白線中央）

C.Lより9.25m
（白線端部(車線側)）

CAD図面中に
記載されている線

作成する車線データ

 

図－３ 道路構造をもとにした作成する車線データと CAD図面上に記載された線 

 

４．比較実験 

 これらの準備に基づき検証を行った．本研究では九

州自動車の福岡地区で 20km 程度を空中写真による撮

影，空中三角測量を行い（図－４），その成果を真値

として 3～4km ずつ，6 つの区間に分け，検証を行っ

たものである．なお検証の方法は１つの区間ごとに上

下線合わせて，１断面 6 点計測しその差を確認した（図

－５）． 

 表－２は Yamada et.al に基づく方法で，１区間あた

り，2 点の既知点に基づく標定を行った結果であり，

二乗平均誤差は 1～2m であるが，ヘルマート変換で標

定を行った後の方がより精度が悪化している． 

 一方，表－３は本研究の提案する種級区分に基づき

モデルベースで車線を作成した場合の結果である．こ

ちらも念のため，ヘルマート変換で標定を行ったが，

変換前の段階で高精度であるため，ヘルマート変換に

よる精度向上は見られない．従って，種級区分に基づ

き車線を作成した場合は二乗平均誤差でも各区間で安

定的に 1m 以内を達成し，その平均値も 0.29m と高精

度であることが確認でき，標定作業が基本的には必要

でないことが確認できた． 

鞍手町

古賀市

粕屋町

太宰府市

 

図－４ 対象地域（九州自動車道福岡地区） 
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表－２ 図面に記載された構造物位置での精度評価結果 

区間 

番号 

区間 

延長（km) 

ヘルマート変換前 ヘルマート変換後 

二乗平均 

誤差(m) 

較差平均 

(m) 

標準偏差 

(m) 

二乗平均 

誤差(m) 

較差平均 

(m) 

標準偏差 

(m) 

8 3.6 1.01 0.94 0.36 1.30 1.22 0.48 

7 2.7 1.62 1.31 0.99 1.80 1.50 1.06 

6 3.3 1.58 1.44 0.66 1.93 1.77 0.80 

5 4.2 1.35 1.10 0.79 1.59 1.31 0.92 

4 2.6 1.56 1.24 0.97 1.73 1.43 0.98 

3 4.0 1.07 0.86 0.65 1.17 0.92 0.74 

 

表－３ モデルベースアプローチにより再現した車線データの精度評価結果 

区間 

番号 

区間 

延長（km) 

ヘルマート変換前 ヘルマート変換後 

二乗平均 

誤差(m) 

較差平均 

(m) 

標準偏差 

(m) 

二乗平均 

誤差(m) 

較差平均 

(m) 

標準偏差 

(m) 

8 3.6 0.11 0.09 0.06 0.11 0.09 0.06 

7 2.7 0.29 0.20 0.21 0.29 0.20 0.21 

6 3.3 0.11 0.09 0.07 0.11 0.09 0.07 

5 4.2 0.22 0.17 0.14 0.22 0.17 0.14 

4 2.6 0.26 0.19 0.13 0.26 0.19 0.13 

3 4.0 0.75 0.64 0.39 0.75 0.64 0.39 

 

 
図－５ 評価方法 

 

５．まとめ 

 

 本研究では，効率的に車線データを作成するために，

種級区分のような高速道路の規格の情報をもとに自動

生成を行い，現地計測した結果と照合を行った．実際

に CAD 図面上に記載されている様々な地物を現地計

測し，標定を行うより精度も高く，また，モデルベー

スで再現することにより，図面間の表記の揺れなどが

あっても一貫性を保ちやすくなることが言える．現状

では高精度なデータは多大な現地計測が必要になるケ

ースが多いが，今後はこうしたモデルベースで車線の

生成を行い，別途得られる断片的な計測データなどか

ら必要に応じて微修正するような研究を進めていきた

い．  
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